みんなでつくる！

　　　みんなで遊ぶ！
首都圏サマーフェスに参加して

 夏らしくない天気、夏とは思えない夏、ことしの夏期天気予報はハズレが多い。ところがサマフェスは暑かった。（気温も甲府で３４．６度、サマフェスも熱った）
８月２３日～２４日首都圏ブロック主催のサマー・フェスティバルは、山梨県石和観光温泉「ホテル慶山」で行われました。会場では実行委員の皆さんがおかめ、ひょっとこ、きつねなどそれぞれお面をつけて歓迎の気持ちを表して歓迎してくれました。

ワークショップ（手づくり作業）では①手使い人形づくり、②早変わり人形づくり、③新聞紙人形づくり、④ブラジルのサンバのリズム楽器「クエーカー」を紙でつくるおもしろ楽器づくりなどなどを楽しみました。
講演会では「人形劇に見せられて」という人形劇団プークの星野たけしさんのお話。「歌舞伎とも能とも違う新しい演劇、人間が表現の中心になって物体が演技するーー人形との共同の活動である」ピークとはエスペラント語で人形クラブの意である。

夕食後の交流会は、「だるま森＋中ムラサトコー」のライブ。
最後のイベント２４日は、ＣＯＯＬ・Ｐ（クールピー）のミニコンサート。各劇団製作者の音楽好き五人編成の即席バンド、しかもプロデューサーつき、リズムに合わせて劇団製作者や役者さんが登場する。これが面白かった。「人形を通して生きた生活に通じているのではないか」―――実行委員のあいさつで幕を閉じました。

東京労演はぶどう狩りを楽しみながら新宿で散会しました。
　　　　　　　　　文責　栃木
